
桂林学叢 第11号 (昭57.10)

常

陸

の

湯

に

つ

い

て

木

随

は
じ
め
に

一
、
常
陸
の
湯
と
常
陸

へ
の
経
路

二
、
常
陸
さ
ん
ば
く
説
と
菊
多
の
庄

お
わ
り
に

付
録
　
１
　
陸
前
浜
街
道
略
図

２
　
古
代
豪
族
千
葉
氏
の
所
領

は
　
じ

　
め
　
に

聖
祖
の
健
康
状
態
は
身
延
入
山
の
頃
か
ら
不
調
と
な
り
、
身
延
入
山
四
年
目
の
建
治
三
年
の
暮
か
ら
不
快
の
度
を
増
す
よ
う
に
な
る
。

弘
安
元
年
に
至
る

一
年
間
は
重
態
、
快
方
に
、
再
発
と
い
う
病
状
生
活
を
お
く
ら
れ
、
弘
安
二
、
三
年
頃
は
平
癒
せ
ら
れ
た
か
の
よ
う
に

み
え
た
が
、
弘
安
四
年
の
上
野
殿
書

（定

一
、
八
九
七
）
に
よ
れ
ば

「
今
年
は
春
よ
り
こ
の
や
ま
い
を
こ
り
て
、
秋
す
ぎ
冬
に
い
た
る
ま

チli:i
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常
陸
の
湯
に
つ
い
て

で
、
日
々
に
を
と
ろ
へ
、
夜
々
に
ま
さ
り
候
つ
る
が
、
こ
の
十
余
日
す
で
に
食
も
ほ
と
ほ
ど
と
ま
り
て
候
上
」
と
あ
り
、
こ
れ
よ
り
七
カ

月
前
の
八
幡
宮
造
営
事

（定

一
八
六
七
）
の
文
面
で
は
死
を
覚
悟
せ
ら
れ

「
既
に

一
期
を
わ
り
に
な
り
ぬ
べ
し
」
と
申
さ
れ
て
い
る
ほ
ど

重
態
の
身
と
な
ら
れ
て
い
る
。

御
遺
文
を
通
し
て
推
察
し
て
み
る
と
翌
弘
安
五
年
の
正
月
、
門
下
へ
与
え
ら
れ
た
消
息
文
は
四
書
、
お
ま
ん
だ
ら
は
七
幅
授
与
さ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
次
第
に
病
が
重
な
り
門
下
へ
の
賜
書
も
御
入
滅
ま
で
の
十
か
月
間
に
確
実
な
も
の
は
南
条
氏

へ
の
二
書
而
己
で
、
他

は
代
筆
と
年
代
不
確
定
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
御
本
尊
の
授
与
も
四
月
に

一
幅
だ
け
で
あ
る
。

因
に
弘
安
二
、
三
年
の
賜
書
合
せ
て
七
十
四
通
、
御
本
尊
の
授
与
四
十
二
幅
と
い
う
数
量
か
ら
み
て
、
弘
安
四
、
五
年
は
如
何
に
病
が

重
く
衰
弱
せ
ら
れ
て
い
た
か
が
推
定
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
人
々
の
す
す
め
を
容
れ

「
ひ
た
ち
の
湯
」
の
湯
治
に
と
下
山
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
聖
祖
が
目
指
さ
れ
た

「
ひ
た
ち
の
湯
」
と
は
何
処
で
あ

っ
た
か
、
諸
説
あ

っ
て
未
だ
確
な
断
定
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
藪

に
先
師
諸
賢
の
諸
説
を
読
み
併
せ
て
自
分
な
り
の
資
料
を
基
に
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
常

陸

の
湯

と
常

陸

へ
の
経

路

常
陸

へ
の
湯
治
を
志
さ
れ
て
九
月
八
日
身
延
椛
青
山
し
、
足
柄
峠
を
越
え
ら
れ
た
聖
祖
は
平
塚
か
ら
北
東
に
向
い
、
大
和
市
瀬
谷

・
横

浜
市
保
土
ケ
谷
区
川
井

・
品
川
と
い
う
中
原
街
道
を
選
ば
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
。
初
期
の

「
東
海
道
の
正
式
の
ル
ー
ト
と
し
て
は
当

時
、
三
浦
半
島
か
二
房
総
半
島

へ
渡
渉
し
、
西
岸
を
北
上
し
て
上
総
よ
り
常
陸

へ
至
る
も
の
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
稿
】
と
あ
る
よ
う

に
聖
祖
が
三
浦
半
島
か
ら
船
橋
方
面
の
船
運
を
と
ら
な
か

っ
た
の
は
理
由
が
あ
る
。
第

一
は
幕
府

へ
の
無
意
味
な
刺
激
を
避
け
た
こ
と
。

第
二
は
旅
程
八
日
間
と
い
う
連
日
の
馬
上
の
旅
で
も
あ
り
、
然
も
病
の
御
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
大
事
を
と
り
、
直
ち
に
常
陸
の
湯
に
赴
く

こ
と
を
さ
け
ら
れ
、
途
中
有
力
檀
越
で
あ
る
池
上
宗
仲
の
館
で
休
息
す
る
た
め
に
中
原
街
道
を
選
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
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ら
池
上
へ
到
着
せ
ら
れ
た
後
も
尚
常
陸
の
温
泉
で
病
を
癒
し
た
い
希
望
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
又
く
り
か
げ
の
御
馬
は
あ
ま
り
を
も
し
ろ
く
を
ぼ
へ
候
程
に
、
い
つ
ま
で
も
う
し
な
ふ
ま
じ
く
候
。
ひ
た
ち

（常
陸
）
の
ゆ

（湯
）

へ
ひ
か
せ
候
は
ん
と
思
ひ
候
が
、
も
し
人
に
も
ぞ
と
ら
れ
候
は
ん
。
又
そ
の
ほ
か
い
た
わ
鋭
く
を
ぼ
へ
ば
、
ゆ

（湯
）
よ
り
か
へ
り
候
は

ん
ほ
ど
、
か
づ
さ

（上
総
）
の
も
ば
ら
殿
の
も
と
に
あ
づ
け
を
き
た
て
ま
つ
る
べ
く
候
に
」
又
同
書
に

「
い
づ
く
に
て
死
に
候
と
も
、
は

か

（墓
）
を
ば
み
の
ぶ
さ
わ

（沢
）
に
せ
さ
せ
候
べ
く
候
。
」
と
あ
り
、
内
心
は
入
滅
を
覚
ら
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
次
い

で

「
又
く
り
が
げ
の
御
馬
…
…
ひ
た
ち
の
ゆ
へ
ひ
か
せ
候
は
ん
と
思
ひ
候
が
」
と
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聖
祖
が
池
上
か
ら
常
陸

へ
の

道
程
を
頭
に
描
か
れ
て
い
た
も
の
と
思
い
、
そ
の
道
程
を
推
考
し
て
み
る
の
も

一
つ
の
意
義
が
あ
ろ
う
。
そ
の
前
に

「
常
陸
の
湯
」
に
つ

い
て
先
師
の
諸
説
と
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

常
陸
の
湯
に
つ
い
て
は
、
立
正
大
の
宮
崎
博
士
が
大
崎
学
報
に
発
表
せ
ら
れ
、
場
所
の
推
定
と
し
て
代
表
的
な
も
の
を
次
の
よ
う
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

一
、
平
賀
本
録
内
第
十
三
巻
、
御
書
、
波
木
井
殿
　
本
書
は
嘉
吉
三
年

（
一
四
四
三
）
平
賀
本
土
寺
七
世
妙
光
院
日
意
が
二
十
三
才
の
頃

よ
り
恐
ら
く
晩
年
に
至
る
ま
で
の
間
に
蒐
集
し
た
録
内
御
書
で
あ
る
。
日
意
は
文
明
五
年

（
一
四
九
五
）
五
十
二
才
化
、

（奥
書
）
大
聖

人
身
延
山
ヨ
リ
下
玉
ヒ
テ
常
陸
サ
ン
バ
ク
ト
云
処
ノ
湯

二
入
給

ハ
ン
カ
為

二
御
下
候
ヒ
テ
武
蔵
池
上
工
入
御
有
テ
、
ソ
ノ
マ
マ
御
遷
化
ア

リ
ト
云
々
　
何
モ
御
本
ノ
マ
マ

ニ
、
健
抄
　
兄
弟
抄
の
講
談

本
書
は
永
正

（
一
五
〇
〇
初
頭
）
の
こ
ろ
弘
経
寺
日
健
を
始
め
諸
師
が
録
内
の
講
談
を
し
た
の
を
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

下
総
国
塩
部
ノ
湯

へ
御
入
り
有
ナ
ン
ト
テ
武
蔵
国
池
上

マ
デ
御
出
有
ケ
レ
バ

（
日
蓮
宗
全
書
本
中
巻
九
三
二
頁
）

三
、
録
内
啓
蒙
　
波
木
殿
御
報

常
陸
の
湯
に
つ
い
て
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常
陸
の
湯
に
つ
い
て

本
書
は
日
向
国
佐
土
原
の
配
所
に
あ

っ
た
安
国
院
日
講
が
貞
享
四
年

（
一
六
八
七
）
よ
り
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
に
わ
た

っ
て
著
わ

し
た
も
の
。

中
風
気
に
て
常
陸
の
湯

へ
湯
治
な
さ
れ
ん
と
あ
る
は
教
門
な
り
、
実
義
は
池
上
に
て
御
入
滅
あ
ら
ん
様
な
り
。
か
く
の
如
く
湯
治
の
事

を
波
木
殿
へ
仰
遣
は
さ
る
る
と
も
、
常
陸
の
湯

へ
も
御
入
り
な
く
そ
の
ま
ま
弘
安
五
年
壬
午
十
月
十
三
日
に
池
上
に
て
御
入
滅
な
り

（
三

四
ノ
三
七
）

な
お
啓
蒙
は
健
抄
の
塩
部

（下
野
国
塩
辺
と
い
う
が
健
抄
に
は
下
総
国
塩
辺
と
あ
る
）
の
説
は
誤
り
な
ら
ん
と
い
い

「
平
賀
日
瑞
の
御

書
の
首
書
に
常
陸
の
さ
ん
ば
く
と
い
う
処
の
湯
に
入
玉
わ
ん
が
た
め
な
り
と
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
。

次
い
で
博
士
は
、
本
化
別
頭
高
祖
伝
及
び
本
化
別
頭
仏
祖
統
紀
は
塩
原
の
温
泉
説
、
姉
崎
博
士
は
那
須
か
塩
原
説
、
岡
、
井
上
両
氏
は

水
戸
加
倉
井
説
、
堀
日
亨
、
稲
田
海
素
師
は

「
さ
ば
く
の
湯
」
を
常
陸
の
湯
と
さ
れ
て
い
る
等
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る④
。

右
の
資
料
に
基
い
て
宮
崎
博
士
は

「
諸
書
が
常
陸
の
湯
を
下
野
国
の
那
須

・
塩
原
と
考
え
、
と
く
に
聖
人
が
中
風
を
病
ま
れ
、
こ
れ
を

⑤

治
療
す
る
た
め
に
お
も
む
か
れ
た
と
す
る
如
き
は
、

（本
化
別
頭
高
祖
伝
）
全
く
根
拠
の
な
い
所
説
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は

当
を
得
て
い
る
。
更
に
博
士
は
実
長
の
二
男

「
実
氏
は
常
陸
国
隠
井
に
赴
き
、
母
妙
徳
と
共
に
住
し
た
。
こ
の
地
は
実
長

の
所

領

で
、

実
氏
は
そ
の
得
分
親
と
し
て
譲
ら
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
妙
徳
寺
の
所
伝
に
よ
れ
ば
、
八
幡
太
郎
義
家
が
永
承
六

年
、
奥

州

征
伐
の
際
こ
の
地
を
通
り
か
か
り
…
…
こ
の
温
泉
を
み
つ
け
た
。
…
…
更
に
寺
伝
は
建
治
二
年
、
日
蓮
聖
人
の
弟
子
中
老
僧

師

公

日

高

が
こ
の
地
に
弘
法
し
、

百
座
説
法
を
お
こ
な

っ
た
が
、　
の
ち
永
仁
元
年
二
月
、
南
部
実
長
の
子
息
弥
二
郎
実
氏
こ
の
地

に
至

り

住

し

た
。
（判
妙
徳
は
嘉
元
二
年
五
月
廿
五
日
に
没
し
た
の
で
、
百
講
の
遺
跡
に

一
字
を
創
し
て
妙
徳
寺
と
号
し
日
高
を
開
山
と
し
た
と
伝
え
て

い
る
」

と
記
し
、
結
論
と
し
て
、

「
地
理
的
条
件
、
隠
井
南
部
氏
の
移
住
、
教
団
的

・
宗
教
的
条
件
か
ら
聖
人
の
目
ざ
さ
れ
た

『
常
陸
の
湯
』
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⑦

は
隠
井
温
泉
と
す
べ
き
で
、
前
述
し
た
岡
教
遂
氏

ｏ
井
上
恵
宏
氏
の
推
測
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
結
ば
れ
て
い
る
。

宮
崎
博
士
の
多
方
面
か
ら
考
察
さ
れ
た
上
で
の
結
論
に
対
し
、
更
に
確
か
な
史
実
を
求
め
て
二
、
三
所
見
を
述
べ
る
が
、
そ
の
前
に
常

陸

へ
の
経
路
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。

さ
て
池
上
に
到
着
せ
ら
れ
た
聖
祖
が
、
少
康
を
得
て
再
び
常
陸
の
湯
を
目
ざ
さ
れ
た
と
し
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で
加
倉
井
に
達

し
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

奈
良
時
代
の
東
海
道
の
正
式

ル
ー
ト
と
し
て
は
、
相
模
の
三
浦
半
島
か
ら
走
水

（浦
賀
水
道
）
を
渡
海
し
、
宮
津
付
近
に
上
陸
し
、
上

⑨

総

・
下
総
を
経
て
常
陸
の
国
府
に
向
う
経
路
が
と
ら
れ
て
い
た
。

古
代
、
中
世
の
人
々
が
わ
ざ
わ
ざ
海
上
の
道
を
選
ん
だ
の
は
、
武
蔵
野
が
古
利
根
川
、
元
荒
川
、
綾
瀬
川
、
隅
田
川
沿
い

の
湿

地

帯

で
、
人
も
住
め
な
い
土
地
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

聖
祖
が
若
し
常
陸
の
湯
に
直
行
で
き
る
病
状
で
あ
る
な
ら
、
三
浦
半
島
の
金
沢
か
ら
渡
海
し
葛
飾

へ
上
陸
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
亦
常

陸
の
湯

へ
向
う
た
め
に
池
上
の
地
を
立
た
れ
た
と
す
れ
ば
、
大
森
海
岸
か
ら
渡
海
し
葛
飾

へ
上
陸
し
、
若
宮

（市
川
市
）
の
富
木
氏
を
始

め
、
八
幡
庄

（市
川
市
）
曽
谷
氏
、
八
幡
庄
内
中
山
郷

（市
川
市
）
太
田
氏
等
の
出
迎
え
を
受
け
ら
れ
、
下
総
国
印
藩
郡
白
井
庄
秋
元
勝

光
、
千
葉
氏
の
支
族
で
相
馬
氏

一
門
の
下
総
国
相
馬
郡
矢
木
胤
家
、
松
戸
市
の
平
賀
有
国
等
に
見
守
ら
れ
て
相
馬
郡
の
東
南
を
経
て
於
賦

駅
家

（我
孫
子
）
に
至
り
、
榎
浦

（竜
ケ
崎
市
）
の
水
上
を
渡
り
、
榛
谷
駅
家

（江
戸
崎
町
羽
賀
）
へ
、
榛
谷
駅
家
よ
り
対
岸
の
曽
称
駅

家

（
玉
造
町
）
と
霞
ケ
浦
を
渡
海
し
、　
一
直
線
に
北
に
進
み
、
鉾
田
町
付
近
を
経
て
涸
沼
川
を
舟
で
下
り
那
珂
湊
に
出
で
、
那
珂
川
の
舟

運
に
よ

っ
て
河
内
の
駅
家
に
達
す
る
経
路
が
考
え
ら
れ
て
よ
い
。
河
内
駅
家
は
渡
里
町
の

一
角
に
あ

っ
た
ら
し
く
、
渡
里
は
那
珂
川
の
河

岸
に
あ
り
、
水
戸
市
史
は
郡
庁
の
所
在
地
と
推
定
し
て
い
る
。

こ
の
渡
里
よ
り
五
キ

ロ
の
地
点
に
宮
崎
博
士
の
い
う
常
陸
の
湯
、
加
倉
井
の
地
が
あ
る
。

常
陸
の
湯
に
つ
い
て
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湯
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必
『
「
ゎ
る 「
時
嘲
却
啄
上
を
渡
り
榛
谷
釈
家
へ
」
と
あ
る
榎
浦
及
び
榛
谷
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
具
体
的
場
所
比
定
な
ど
再
検
討
が

記
録
の
上
で
常
陸
国
に
街
道
が
登
場
す
る
の
は

「
風
上
記
」
の
編
纂

（七

一
三
鮮
り
後
で
、
そ
の
以
前
は
部
落
と
部
落
と
を
結
ぶ
自
然

発
生
的
な
道
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
風
土
記
に

「
榎
浦
之
津
、
便
置
二
駅
家
こ

と
あ
り

「
常
陸
風
上
記
の
歴
史
地
理
的
研
究
」
の

著
者
野
口
保

一
郎
氏
は

「
昔
の
榎
浦
と
云
ふ
は
、
今
日
江
戸
崎
の
東
方
に
あ
る
榎
浦
ば
か
り
で
な
く
、
羽
賀
沼
か
ら
今
日
の
伊
佐
津
の
渡

を
小
野
川
に
沿
う
て
侵
入
し
て
い
た
も
の
と
思
は
れ
私
型
と
述
べ
て
い
る
と
い
う
。
因
に

「
榎
浦
之
津
」
の
津
と
は
渡
船
場
の
こ
と
で
あ

る
。
後
に
こ
の
こ
と
に
触
れ
る
の
で
述
べ
て
お
き
た
い
。

次
に
常
陸
の
湯
を
め
ざ
さ
れ
た
経
路
の
参
考
と
し
て
、
水
流
の
変
遷
と
日
乗
日
記
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

１
、
歴
史
公
論

（江
戸
時
代
の
交
通
と
旅
）
Ｐ
四
〇

イ
、
利
根
川
は
中
世
ま
で
今
と
は
水
流
を
異
に
し
て
い
て
、
川
俣

（羽
生
市
川
俣
）
で
分
流
し
て
現
在
の
古
利
根
川
を
通
り
、
中
川
を
経

て
入
間
川

（今
の
荒
川
）
に
合
流
し
、
下
流
は
隅
田
川
と
な
っ
て
江
戸
湾
に
注
い
で
い
た
。

口
、
渡
良
瀬
川
は
下
総
の
古
河
の
西
を
通
り
利
根
川
の
東
を
流
れ
、
野
田
付
近
で
現
在
の
江
戸
川
筋
に
入
り
江
戸
湾
に
流
入
し
た
。

ハ
、
鬼
怒
川
は
ほ
ぼ
今
の
利
根
川
下
流
筋
に
近
く
、
手
賀
沼

・
印
藩
沼
の
水
を
合
わ
せ
、
霞
浦
、
北
浦

一
帯
に
湖
水
を
作
り
鹿
島
灘
に
注

い
で
い
た
。

こ
の
三
つ
の
水
系
は
、
徳
川
幕
府
の
江
戸
を
中
心
と
し
た
治
水
工
事
に
よ
っ
て
流
路
が
か
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
水
流
の
変
遷
に

伴
う
土
地
の
変
貌
は
容
易
に
解
明
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
今
こ
こ
に
こ
れ
を
引
用
し
た
の
は
鬼
怒
川
の
水
流
と
日
乗
日
記
と
の
関
連

に
於
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
而
己
で
な
く
、
常
陸
へ
の
経
路
と
し
て
刊
目
す
べ
き
は
、
幾
度
も
舟
運
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。

常
陸
の
湯
に
つ
い
て

―-135-‐



常
陸
の
湯
に
つ
い
て

２
、
日
乗
日
記

日
乗
は
深
草
元
政
の
門
下
で
漢
詩

ｏ
和
歌
に
秀
れ
徳
川
光
囲
に
招
か
れ
て
太
田
久
昌
寺
諸
般
の
経
営
に
あ
た
り
、
そ
の
記
せ
る
日
記
は

元
録
四
年
二
月
か
ら
同
計
ゝ
年
二
月
十
五
日
に
至
る
十
数
年
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

元
録
四
年
二
月
廿
三
日

（
一
六
九

一
）

日
出
で
水
戸
を
出
づ
る
。
…
…
つ
く
ば
の
見
ゆ
る
。
今
日
は
風
も
な
く
て
け
よ
く
し
て
う
れ
し
。
普
門
品
十
二
巻
こ
し
の
内
に
誦
す
。

府
中
に
て
暫
の
休
し
て
、
暮
方
土
う
ら
と
ま
る
。

註
１
、
つ
く
ば
…
…
筑
波
山
、
県
中
央
部
に
あ
る
関
東
の
名
山

２
、
府
中
…
…
常
陸
の
国
府
、
石
岡
市
、
霞
ケ
浦
に
臨
み
、
台
地
上
に
位
置
す
る
。

３
、
土
う
ら
…
…
土
浦
市
霞
ケ
浦
の
西
岸
に
臨
み
、
陸
前
浜
街
道
の
要
衝
。

廿
四
日

勤
行
輿
の
内
に
て
如
例
…
…
夜
明
て
土
う
ら
を
出
る
。
つ
く
ば
ね
い
ま
だ
見
ゆ
る
。
き
ぬ
川
渡
る
。
…
…
藤
し
ろ
に
て
昼
の
休
す
。
…

と
り
で
の
舟
に
の
る
。
風
は
げ
し
く
て
舟
あ
や
う
し
。
あ
び
こ
と
い
ふ
所
に
て
は
な
お
風
や
ま
ず
…
…
こ
が
ね
ち
か
く
な
り
て
風
お
さ

ま
る
。
日
暮
に
こ
が
ね
つ
く
。
作
兵
衛
と
い
ふ
者
の
所
に
宿
る
。
勤
行
如
例
。

饉
１
、
き
ぬ
川
…
…
前
説
の
鬼
怒
川
で
江
戸
を
中
心
に
し
た
治
水
工
事
は
、
元
和
七
年

（
一
六
二
一
）
工
事
が
着
手
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
未
だ
完
成
せ
ず

鹿
島
灘
に
注
い
で
い
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
野
口
保
一
郎
氏
の

「昔
の
榎
浦
と
云
ふ
は
、
今
日
江
戸
崎
の
東
方
に
あ
る
榎
浦
ば
か

り
で
な
く
、
羽
賀
沼
か
ら
今
日
の
伊
佐
津
の
渡
を
小
野
川
に
沿
う
て
侵
入
し
て
ゐ
た
も
の
と
思
は
れ
る
」
と
あ
る
の
は
、
小
野
川
ば

か
り
で
な
く
現
在
の
入
間
川
、
治
水
工
事
前
の
鬼
怒
川
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
現
在
鬼
怒
川
は
水
海
道
市
の
南
部
で
利
根
川
に

注
い
で
い
る
。

２
、
藤
し
ろ
…
…
藤
代
町
旧
相
馬
町
で
あ
る
。

３
、
と
り
で
…
…
茨
城
県
の
南
端
に
位
置
し
、
利
根
川
を
境
に
千
葉
県
我
孫
子
市
と
相
対
し
て
い
る
。
水
戸
街
道
の
宿
場
町
取
手
と
我
孫
子
が
初
め
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て
橋
で
結
ば
れ
た
の
は
昭
和
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。

「利
根
川
の
渡
し
は
大
難
所
で
、
川
幅
は
常
水
で
一
六
五
間

（三
百
米
）
出
水

で
一
里
余
り

（四
Ｋ
余
）
の
幅
に
な
¨

と
い
う
。
新
大
利
根
橋
は
全
長

一
、
二
〇
八
・
七
米
で
全
国
五
番
目
に
長
い
橋
で
あ
る
。

廿
五
日

勤
行
如
常
。
輿
の
う
ち
に
て
勤
む
…
…
夜
ふ
か
く
こ
が
ね
を
出
づ
る
。
松
戸
に
て
ほ
の
ぼ
の
と
夜
明
る
。
六
つ
よ
り
せ
き
の
戸
明
る
。

舟
ば
た
に
し
ば
ら
く
待
て
舟
に
の
り
て
、
番
所
に
て
こ
し
よ
り
お
り
て
と
を
る
。
か
さ
い
よ
り
海
辺
を
経
て
、
又
わ
た
し
舟
に
の
り
て

江
戸
に
入
る
。

註
１
、
松
戸
…
…
古
代
の
駅
制
に
よ
る
駅
家
が
設
け
ら
れ
、
江
戸
時
代
は
宿
場
町

２
、
か
さ
い
…
…
船
橋
市
葛
西

右
に
よ

っ
て
江
戸
と
水
戸
間
は
二
泊
三
日
の
行
程

（約

一
一
六
Ｋ
）
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
少
康
を
得
て
池
上
よ
り
常
陸
の
湯
に
向
う
た
め
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
下
総
の
有
力
信
徒
の
居
住
地
を
経
て
常
陸
に
入
り
、
し

ば
し
ば
舟
運
に
よ
っ
て
南
部
実
長
の
二
男
弥
二
郎
実
氏
及
び
母
妙
徳
の
住
ん
だ
隠
井
に
入
い
る
経
路
が
推
定
さ
れ
る
。
故
に
馬
上
よ
り
舟

上
の
多
い
旅
程
を
考
え
て
栗
鹿
毛
の
馬
を
藻
原
殿
の
も
と
に
預
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
常
陸
さ
ん
ぼ
く
説
と
菊
多
の
庄

武
蔵
か
ら
常
陸
に
向
う
交
通
路
と
し
て
茜
津

（松
戸
）
駅
家
は
江
戸
時
代
に
な

っ
て
も
、
水
戸
街
道
と
し
て
江
戸
川
を
渡
る
渡
河
点
で

関
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
日
乗
日
記
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
松
戸
に
日
朗
を
開
山
と
し
て
い
る
日
像
誕
生
地
の
平
賀
本
土
寺
が
あ
る
。
幹
線
道
路
の
宿
場
町
で
大
勢
の
人
間
が
出
入
し
、
各
地

の
情
報
が
掴
め
た
松
戸
の
平
賀
本
録
内
の
記
事
は
、

「
常
陸
の
湯
」
を
隠
井
と
せ
ず
常
陸
さ
ん
ぼ
く
説
を
と

っ
て
い
る
。
こ
の
平
賀
本
に

常
陸
の
湯
に
つ
い
て
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よ

っ
て
常
陸
さ
ん
ぼ
く
説
を
と
る
の
が
安
国
院
日
講
で
あ
る
。
日
講
は
寛
永
年
度
の
不
受
不
施
事
件
で
配
流
せ
ら
れ
た
小
西
の
日
領
、
中

村
の
日
充
の
配
所
地
、
岩
城
相
馬

（福
島
県
）
に
出
む
い
た
こ
と
が
あ
％
）
常
陸
さ
ん
ば
く
の
湯
は
、
ほ
ぼ
こ
の
地
で
あ
る
と
の
確
信
を

も

っ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
故
に
下
野
の
湯
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

相
馬
の
配
所
を
歴
訪
し
た
日
講
は
見
間
を
広
め
る
に
大
い
に
努
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
今
日
云
わ
れ
る
よ
う
に
旅
は
取
材
が
目
的
で

あ

っ
た
に
相
違
な
い
ヽ
と
す
る
と
或
は
隠
井
も
訪
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
日
講
は
ニ
ュ
ー
ス
源
の
宿
場
町
に
あ
る
本
土
寺

の
平
賀
本
に
よ

っ
て
、
常
陸
の
さ
ん
ば
く
を

「
常
陸
の
湯
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

常
陸
の
国
に
は
江
戸
時
代
に
な

っ
て
も
、
現
在
も
温
泉
ら
し
い
温
泉
は
な
く
、
昔
も
今
も
領
外
の
温
泉
で
療
養
し
て
い
た
。
即
ち
元
録

の
頃
十
数
年
間
に
わ
た
る
日
乗
日
記
に
は
次
の
よ
う
な
記
録
が
見
え
る
。

１
、
長
勝
寺
己
に
帰
る
。
是
よ
り
二
本
松

へ
湯
治
に
ま
か
ら
れ
し
也

（
Ｐ
七
二
三
）

２
、
梵
潮
明
日
ゆ
じ
ま
た
へ
湯
治
発
足
の
よ
し

（
Ｐ
八
〇
二
）

３
、
今
朝
住
円
院
箱
根

へ
湯
治
す
る
よ
し
に
て
発
足
せ
ら
る
る
也

（
Ｐ
八
〇
二
）

水
戸
隠
井
の
妙
徳
寺
と
太
田
の
久
昌
寺
は
約
二
〇
Ｋ
の
近
距
離
で
あ
る
が
、
十
数
年
に
亙
る
日
乗
日
記
に
は
隠
井

へ
の
湯
治
、
常
陸
の

湯
と
い
う
記
事
が
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
全
国
か
ら
参
集
し
た
三
味
堂
檀
林
生
や
、
檀
林
を
訪
れ
る
人
々
も
隠
井
の
湯
を
話
題
に

す
る
こ
と
が
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

次
に
領
内
に
中
老
日
弁
の
墓
所
の
あ
る
松
岡
領

（水
戸
藩
筆
頭
家
老
中
山
備
前
守
の
領
地
）
の
村
役
人
湯
治
温
泉
調
に
よ
れ
ば
次
の
如

く
で
あ
る
。

「
遠
く
領
外
に
保
養
療
養
で
、
湯
治
の
で
き
た
者
は
限
ら
れ
た
有
産
階
級
で
あ

っ
た
ろ
う
。
村
役
人
の
場
合
は
、
村
政
を
預
る
責
任
者

で
あ

っ
た
た
め
に
、
湯
治
離
村
と
い
っ
た
時
は
、
役
所

へ
目
的
、
行
き
先
、
所
要
日
数
等
を
書
い
た
願
い
を
提
出
し
、
許
可
を
も
ら

っ
て
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松岡領
の

松岡領村役人湯治温泉調

(文化1-15年 )

竹
氏

（太
田
城
主
）
の
士
大
森
右
京
が
浴
槽
を
設
け
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
。
こ
の
松
岡
領
村
役
人
湯
治
温
泉
調
に
も
隠
井
温
泉
は
な

い
。
従

っ
て
隠
井
の
温
泉
は
土
地
の
人
々
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
温
泉
で
あ
ろ
う
。

平
賀
本
、
啓
蒙
の
よ
う
に
、

「
常
陸
の
湯
」
を
常
陸
さ
ん
ば
く
と
す
る
説
は
、
他
に
堀
日
亨
師
と
稲
田
師
で
あ
る
。
堀
日
亨
師
は

「
常

陸
の
湯
の
こ
と
は
…
…
東
茨
城
郡
の
加
倉
井
に
あ
り
と
の
説
は
、
は
な
は
だ
お
ぼ
つ
か
な
い
。
…
…
稲
田
海
素
師
が
、
古
記

（
こ
の
古
記

と
は
稲
田
師
が
平
賀
本
録
内
の
記

・
或
は
啓
蒙
に
よ
る
も
の
か
不
明
で
あ
る
―
筆
者
）
に

「
さ
ば
く
の
湯
」
と
あ
り
と
い
え
る
は
、
当
を

え
て
い
る
。

「
さ
ば
く
」
ま
た

「
さ
ば
こ
」
は
同
じ
て
、
す
な
わ
ち

「
三
笛
湯
」

「
箱
」
と
も

「
函
」
と
も
充
て
お
る
湯
は
古
来
有
名
で

⑬

あ
る
。
」
と
述
べ
、
さ
ば
く
の
湯
は
湯
本
温
泉
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
。
ま
た
興
門
の
日
目
が
弟
子
の
日
郷
に
送

っ
た
書
状
に
、

「
此
十

月
は
随
分
相
待
ち
候
処
、
不
レ
被
ン
参
ン
候
、
無
二
心
本
一候
、
来
春
は
自
二
常
陸
ノ
湯
一直
に
可
ン
有
二
来
臨
・候
。
は
や
年
よ
り
は
て
候

て
、　
そ

常
陸
の
湯
に
つ
い
て

加
①

温 泉 名

二本松嶽温泉

上州草津温泉

奥州湯岐温泉

岩城湯本温泉

日光中禅寺温泉

岩城三箱温泉

相州湯本温泉

那 須 温 泉

奥 州 折 木 湯

相州箱根温泉

岩 城 玉 山

奥州甲子温泉

塩 原 温 泉

18-20

40

14

21 25

8  14

10  10

10  10

3  6

4  4
1   1

1  3

2  2

1   1

3   3

2  3
1   1

3  3

16 20

6  12

9  9

5  5
3  6

4  4
1   1

2  2
1   1

1   1

2  3

1   1

2  2他

出
発
し
た
…
●『
と
記
し
て
いる。

上
図
に
よ
る
二
本
松

ｏ
ゆ
じ
ま
た

（湯
岐
）

・
箱
根

成
頬
　
　
等
は
日
乗
日
記
に
も
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
た
温

弊
詞
　
　
泉
地
で
あ
る
。
日
乗
日
記
に
は
見
え
な
い
が
松
岡
藩
の

な

疏
　
　
湯
治
客
の
多
い
い
わ
き
市
の
湯
本
温
泉
は
、
松
岡
領
に

躙
件数
，　
　
近
い
か
ら
で
、
太
田
久
昌
寺
よ
り
は
湯
本
温
泉
は
遠
い

枷
細
　
　
の
で
あ
る
。
棚
倉
領
の
湯
岐
は
太
田
久
昌
寺
か
ら
近
い

・・御郡２．Ａ‐ま　　嘲暉一％］に「然〔嘲線はなれ庫機嘲製〔聯）̈

注
　
　
　
理
由
に
も
よ
る
も
の
で
、
天
文
九
年

（
一
五
四
〇
）
佐
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常
陸
の
湯
に
つ
い
て

⑩

い
た
て
ま
つ
り
た
く
候
、
相
構
、
相
構
、
自
ン
湯
可
レ
被
ン
来
候
」

こ
の
文
面
に
よ
る
と
日
郷
は
長
い
間
常
陸
の
湯
で
湯
治
し
て
い
た
事
が

知
ら
れ
る
。

又
次
の

一
通
は
日
目
よ
り
菊
多
の
四
郎
兵
衛
宛
の
手
紙
で
、
同
じ
く
日
郷
が
奥
州
に
い
た
こ
ろ
病
気
に
な
り

「
さ
ば
く
の
湯
」
で
二
週

間
ば
か
り
湯
治
す
る
か
ら
そ
の
周
辺
に
住
む
法
華
宗
の
信
徒
た
ち
に
掃
除
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
又
お
く
に
て
□
□
□
□
さ
い
し
や
う
の
あ
ざ
り
、
い
た
わ
り
が
を
こ
り
て
候
大
事
に
候
ほ
ど
に
、
さ
は
く
の
ゆ
へ
ま
か
り
、
二
七
日

ば
か
り
は
候
は
ん
ず
ら
ん
、
そ
れ
ら
に
候
ら
ん
法
華
衆
た
ち
に
、（ヽ

う
じ
せ
さ
せ
給
候
べ
く
候
…
…
又
は
や
あ
ま
り
と
し
よ
り
候
て
、
よ

に
み
ま
い
ら
せ
た
く
候

へ
、
し
な
ぬ
さ
き
に
み
ま
い
ら
せ
た
く
候
」

日
目
の
右
二
書
に
対
し
宮
崎
博
士
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
富
士
日
興
上
人
詳
伝
は
、
こ
の
二
書
を
大
体
同
時
の
も
の
と
し
て
関
係
づ
け
て
理
解
し
、
従

っ
て
奥
州
磐
城
の
菊
田
に
在
住
す
る
菊

田
四
郎
兵
衛
の
近
辺
に
あ
る
さ
ば
く
の
湯
と
常
陸
の
湯
と
同

一
と
見
た
の
で
あ
る
。
さ
ば
く
の
湯
は
俗
に
磐
城
の
湯
と
よ
ば
れ
て
お
り
、

奥
州
と
常
陸
の
国
境
の
勿
来
関
の
位
置
を
知

っ
て
い
る
日
目
が
、
奥
州
と
常
陸
を
混
同
す
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ぬ
所
で
あ
り
従

っ
て
堀

日
亨
師
の

「
常
陸
の
湯
」
と

「
さ
ば
く
の
湯
」
を
同

一
視
し
、
（吟

た
さ
ば
く
の
湯
は
湯
本
温
泉
の
こ
と
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
の
は
、
平

賀
本
の
奥
書

・
稲
田
師
の
説
と
共
に
妥
当
な
論
と
い
い
が
た
い
」
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

博
士
が
云
わ
れ
て
い
る

「
さ
ば
く
の
湯
は
俗
に
磐
城
の
湯
と
呼
ば
れ
て
お
り
」
と
あ
る
の
は
福
島
県
史
料
集
成
に
よ
れ
ば

「
佐
波
古
の

②

御
湯
岩
城
の
御
湯
と
も
呼
ば
れ
た
り
」
と
あ
り

「
磐
城
の
湯
と
」

「
岩
城
の
御
湯
と
も
」
の

「
と
」
・
「
と
も
」
で
は
大
部
意
味
が
異
な
る

で
あ
ろ
う
し
、
通
常
は
佐
波
古
の
御
湯
と
い
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
又

「
奥
州
磐
城
の
菊
田
に
在
住
す
る
菊
田
四
郎
兵
衛
の
近
辺
に
あ
る

④

さ
ば
く
の
湯
」
と
述
ら
れ
て
い
る
所
は
、
福
島
県
史
料
集
成
に
よ
れ
ば

「
菊
田
庄
三
箱
湯
本
」
又

「
こ
の
庄
の
規
模
は
菊
田

・
岩
崎
の
両

②

郡
に
ま
た
が
り
、
現
在
の
常
磐
地
区
の
湯
本
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
云
う
記
事
か
ら

「
近
辺
に
あ
る
さ
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ば
く
の
湯
」
で
な
く
、

「
四
郎
兵
衛
居
住
地
の
さ
ば
く
の
湯
」
と
訂
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
に
博
士
は

「
菊
田
郡
と
常
陸
の
位
置
を
知

っ
て
い
る
日
目
が
、
奥
州
と
常
陸
を
混
同
す
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ぬ
所
で
あ
り
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
に
入
る
前
に
、
日
日
系
の
人
々
の
奥
州
来
往
の
こ
と
に
ふ
れ
て
み
た
い
。
そ
の
コ
ー
ス
は
、
下
総
国
松
戸

か
ら
我
孫
子
―
常
陸
国
竜
ケ
崎
―
江
戸
崎
か
ら
霞
ケ
浦
の
水
上
を
渡
り
対
岸
の
玉
造
―

一
直
線
に
北
に
進
み
鉾
田
町
付
近
を
経
て
、
涸
沼

川
を
舟
で
下
り
那
珂
湊
に
出
で
―
東
海
―
久
慈
川
を
渡

っ
て
日
立
―
高
萩
―
北
茨
城
小
豆
畑
か
ら
菊
田
庄

へ
の
往
還
を
選
ん
だ
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

大
石
寺
二
世
の
法
灯
を
嗣
い
だ
日
目
は
、
奥
州
登
米
郡
新
田
領
主
小
野
寺
重
綱
が
五
男
で
、
母
は
南
条
時
光
の
姉
に
当
る
と
い
う
。
十

五
才
の
時
日
興
に
従

っ
て
改
衣
し
た
こ
と
は
、
日
道
が
御
伝
土
代
に
述
べ
て
い
る
。
日
目
の
消
息
に

「
先
度
奥
州

へ
罷
下
て
候
し
臨
ど
と

靭

【
誨
囃

れ
岬
剌
・叫

搬

〓

熙

評

燿

詳

鱒

羮

蝿

蒟

牌

講

舞

獅

悧

こ
の
地
で
布
教
活
動
を
行

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
日
興
入
寂
後
、
日
目
は
日
道
を
大
石
寺
の
留
守
役
に
付
け
、
日
興
の
遺
命
を
奉
じ

て
日
尊
と
日
郷
を
伴
い
上
洛
の
途
に
つ
く
が
、
使
命
を
果
せ
ず
入
寂
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
尊
に
そ
の
重
責
が
托
さ
れ
天
奏
の
大
任
を
日

尊
が
果
す
の
で
あ
る
。
日
尊
は
奥
州
登
米
郡
玉
野

（宮
城
県
）
に
生
れ
天
台
の
学
徒
で
あ

っ
た
が
、
日
目
に
あ
い
改
宗
し
日
興
の
弟
子
と

な
る
。
後
日
興
の
勘
当
を
受
け
て
重
須
を
去
り
、
諸
国
を
巡
歴
し
、
郷
里
玉
野
に
帰
え
り
会
津
黒
川
に
実
成
寺
を
創
立
、
そ
の
間
建
立
し

た
寺
院
が
三
十
六
カ
寺
に
も
及
ん
だ
と
い
う
。

（「踏
六
の

一
人
で
あ
る
了
性
日
乗
の
如
き
は
、
奥
州
新
田
の
生
れ
で
そ
の
子
の
民
部
日
盛
と
共
に
日
目
に
従

っ
て
日
興
に
参
じ
た
人
で

あ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
日
目
、
日
尊
、
日
郷
、
日
順
、
日
乗
等
み
な
興
門
系
の
人
々
で
あ
る
。
故
に
現
在
で
も
福
島
県
の
法
華
信
仰

は
、
興
門
流
が
多
い
の
が
特
徴
と
な

っ
て
い
る
。
興
門
系
と
い
う
も
皆
日
日
系
の
人
で
あ
る
か
ら
、
宮
崎
博
士
も
日
目
が
奥
州
と
常
陸
と

常
陸
の
湯
に
つ
い
て
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常
陸
の
湯
に
つ
い
て

を
混
同
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
こ
と
は
混
同
で
は
な
く
常
陸
の
湯
も
さ
ば
く
の
湯
も
同

一
の
温

泉
で
、
さ
ば
く
の
湯
は
常
陸
の
湯
と
云
わ
れ
て
も
差
支
え
が
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

常
陸
風
土
記
に
よ
れ
ば
、
大
化
改
新
当
初
の
い
わ
き
地
区
は
常
陸
国
に
所
属
し
、
し
か
も
現
在
の
い
わ
き
市
や
双
葉
郡
の
半
ば
を
含
ん

だ
広
大
な
地
域
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

②

因
名
二
多
珂
之
国
１
…
。今
多
珂
、
石
城
所
レ
謂
是
也
…
…
以
二久
慈
堺
之
助
河
一為
二
道
前
１
…
。陸
奥
国
石
城
郡
苦
麻
之
村
、
為
二
道
後
こ

即
ち
当
時
の
多
珂
之
国

（常
陸
の
国
）
は
久
慈
の
堺
の
助
川

（
日
立
市
）
を
道
前

（入
口
）
と
な
し
、
陸
奥
国
の
石
城
郡
の
苦
麻
の
村

（
双
葉
郡
大
熊
町
）
を
道
後

（国
の
最
後
）
と
し
た
と
あ
る
に
よ
っ
て
、
多
珂
郡
と
石
城
郡
は
も
と
は
多
珂
郡
で
即
ち
大
化
改
新
当
初
の

い
わ
き
地
区
は
、
常
陸
国
の
管
内
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

次
い
で
風
土
記
は
孝
徳
天
皇
の
自
雉
四
年

（六
五
三
）
こ
れ
ま
で
常
陸
国
に
属
し
て
い
た
石
城
郡
は
陸
奥
国
に
編
入
し
た
こ
と
を
述
べ

⑩

て
い
る
。

峻
養
老
二
年

（七

一
八
）
に
な

っ
て
常
陸
国
、
多
珂
の
郷
か
ら
二
百
十
戸
を
分
割
し
て
菊
多
郡
と
し
た
こ
と
が
新
編
常
陸
国
誌
に
見
え

Ｚつ
。こ

の
こ
と
は
福
島
県
史
料
集
成
は

「
想
ふ
に
多
珂
、
石
城
、
菊
田
の
地
は
、
上
古
に
あ
り
て
は
総
名
高
国
又
は
石
城
国
と
い
ひ
、
孝
徳

帝

（
改
％
の
政
治
に
、
菊
田
の
小
国
は

一
旦
停
め
ら
れ
て
、
多
珂
郡
へ
併
せ
ら
れ
、
後
割
き
て

一
郡
に
建
て
ら
る
。
養
老
の
改
置
即
ち
是
れ

な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
九
世
紀
に
入

っ
て
尚
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

「
此
の
勅
所
創
建
の
時
代
の
東
北
は
、
田
村
麻
呂
の
延
歴
二
十
三
年
の
再
度
の
蝦
夷
征
討
と
な

っ
て
、
謄
沢
城
及
び
志
波
城
を
築
い
た

が
、
十
年
後
の
弘
仁
二
年

（八

一
一
）
に
ま
た
乱
れ
、
文
室
錦
麻
呂
が
鎮
定
を
し
て
い
る
時
代
で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
ろ
菊
多
の
小
国
は
、　
多
珂
郡
へ
合
併
さ
れ
、　
後
に
分
割
さ
れ
て
、　
菊
多
郡
と
改
置
さ
れ
て

い
た

時

代

と

も

な

っ
て

い
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⑫

２０
。　
」
右
に
よ
れ
ば
平
安
の
初
期
、
菊
多
郡
は
再
度
多
珂
郡
に
帰
属
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
従

っ
て
菊
多
郡
は
数
百
年
に
渡

っ
て
、
常
陸

の
国
と
も
称
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

八
幡
太
郎
義
家
で
有
名
な
勿
来
の
関
は
、
菊
多
劉
と
い
っ
て
白
河
劉
と
共
に
設
置
さ
れ
た
の
は
、
奥
州
の
浮
囚

（蝦
夷
の
服
属
者
）
の
南

下
を
防
衡
す
る
の
を
任
務
と
し
た
要
塞
で
あ

っ
た
。
故
に
管
理
運
営
は
国
司
が
当
り
、
兵
士
を
配
備
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
こ

の
地
域
は
戦
略
上
必
要
な
土
地
で
、
又
開
拓
も
進
ん
で
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
か
ら
は
菊
多
庄
と
し
て
皇
室
の
御
領
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
六
条
修
理
大
夫
顕
季
の
知
行
と
な

っ
た
が
、
前
九
年

・
後
三
年
の
両
役
を
平
定

（
一
〇
八
七
）
し
た
義
家
の
弟
の
新
羅
三

郎
義
光
と
顕
季
と
の
間
に
所
領
争
い
が
生
じ
、
自
河
法
皇
の
と
り
な
し
で
義
光
の
所
領
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
義
光
は
常
陸
介
と

な
り
、
そ
の
子
義
業
は
佐
竹
郷

（常
陸
太
田
佐
竹
）
を
領
し
、
常
陸
介
義
光
は
奥
州
菊
多
庄
を
領
し
、
多
く
の
日
園
を
設
け
、
そ
の
子
義

①

業
に
伝
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

前
述
の
如
く

１
、
大
化
改
新
当
初
の
い
わ
き
地
区
は
常
陸
の
国
に
属
し
て
い
た
こ
と
。

２
、
美
老
二
年
に
常
陸
国
か
ら
割
き
て

一
郡
と
な
し
、
菊
多
郡
と
し
た
こ
と
。

３
、
平
安
の
初
期
、
菊
多
郡
は
再
度
多
珂
郡
に
帰
属
し
た
こ
と
。

４

●
十

一
世
後
半
の
こ
ろ
菊
多
郡
を
領
し
た
の
が
、
佐
竹
氏
の
祖
先
常
陸
介
義
光
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
菊
多
庄
は
、
い
わ
き
。
常
陸
両
国
の
あ
い
だ
で
幾
度
も
所
属
を
変
化
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
変
遷
の
地
、
菊
多
の

庄
に

「
さ
ば
く
の
湯
」
即
ち
湯
本
温
泉
が
あ
る
。
従

っ
て
さ
ば
く
の
湯
を
常
陸
の
湯
と
呼
称
し
、
伝
承
さ
れ
た
の
も
不
自
然
で
は
な
か

っ

た
の
で
あ
る
。

常
陸
の
湯
に
つ
い
て
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常
陸
の
湯
に
つ
い
て

宮
崎
博
士
も

「
嘉
吉

・
文
安

（
一
四
四
五
ご
ろ
）
聖
人
入
滅
後

一
六
〇
年
ご
ろ

「
さ
ぼ
く
」
の
湯
が
常
陸
の
湯
と
考
え
た
人
々
の
あ

っ

⑭

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

お
　
わ
　
り

　
に

以
上
に
よ
っ
て
聖
祖
の
め
ざ
さ
れ
た
常
陸
の
湯
は
、
　

隠
井
と
す
る
先
賢
よ
り
、
常
陸
さ
ん
ば
く
説
を
と
る
諸
師
の
方
に
歩
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
い
ま
こ
こ
で
湯
本
温
泉
が
聖
祖
の
め
ざ
さ
れ
た
常
陸
の
湯
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。

聖
祖
が
療
養
さ
れ
よ
う
と
し
た
地
が
、
隠
井
で
あ
ろ
う
が
、
湯
本
で
あ
ろ
う
が
、
確
実
な
史
料
に
乏
し
い
現
今
さ
ほ
ど
問
題
に
す
べ
き
こ

と
で
な
か
ろ
う
。
併
し
特
定
の
地
域
を

「
常
陸
の
湯
」
と
指
定
し
、
後
代
こ
れ
が
日
蓮
門
下
外
の
人
か
ら
覆
が
え
さ
れ
る
な
ら
、
門
下
の

一
人
と
し
て
面
目
が
な
い
と
思
い
こ
の
小
論
を
ま
と
め
て
み
た
だ
け
で
あ
る
。

ま
た
宮
崎
博
士
は

「
郡
翻
共
に
く
つ
ろ
い
だ
療
養
を
望
ま
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
…
…
隠
井
に
赴
い
て
か
ら
の
聖
人
の
身
辺
の
警
備
も

留
意
し
た
に
ち
が
い
な
い
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
聖
祖
身
辺
の
直
弟
子
、
檀
越
の
人
々
も
等
し
く
意
図
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
菊
多
庄
も
隠
井
同
様
心

安
い
療
養
先
で
安
全
地
帯
で
あ
る
こ
と
は
、
日
目
の
弟
子
日
郷
が
聖
滅
後
で
あ
る
が
、
菊
多
庄
で
ゆ

っ
く
り
湯
治
し
て
い
る
こ
と
で
証
明

さ
れ
よ
う
。

日
目
の
父
は
、
奥
州
登
米
の
出
身
で
、
日
目
に
も
土
地
が
分
与
さ
れ
、
弘
安
六
年
に
日
目
が
奥
州
に
遊
化
し
、
各
所
に
堂
字
を
建
立
し

た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
何
時
の
時
代
で
も
布
教
の
対
象
は
血
縁
関
係
か
ら
多
少
の
縁
を
た
よ
り
、
各
地

へ
と
伸
張
し
て
ゆ
く
も
の

で
あ
ろ
う
。
六
老
の
日
頂
が
義
父
富
木
常
忍
と
決
裂
状
態
と
な
り
、
永
仁
元
年

（
一
二
九
二
）
和
名
伽
俗

（松
戸
市
の
東
）
へ
と
弘
通
さ

れ
た
の
も
日
朗
の
父
平
賀
有
国
の
縁
を
た
よ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
千
葉
介
常
胤
の
次
男
相
馬
師
常
の
子
孫
の
所
領
地
下
総
国
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相
馬
御
厨

（千
葉
県
柏
市
）
沼
南
町
大
井
に
、
中
老
日
弁
を
開
山
と
す
る
妙
照
寺
が
あ
る
が
、
千
葉
氏
の
被
官
富
木
常
忍
と
の
関
連
が
う

か
が
え
る
。
更
に
千
葉
胤
貞
と
猶
子
契
約
を
結
び
正
和
三
年

（
一
三

一
四
）
中
山
第
二
代
の
貫
主
に
就
任
し
た
大
輔
公
日
裕
は

「
奥
州
姉

葉
法
花
堂
、
同
国
伊
具
郡
大
恕
満
利
法
華
螺
中
を
弟
子
の
日
尊
に
譲
与
し
て
い
る
が
、
こ
の
伊
具
郡
は
中
老
日
弁
が
殉
死
し
た
所

で
あ

り
、
千
葉
常
胤
の
三
男
武
石
胤
盛
の
所
領
亘
理
郡
よ
り
六

・
七
Ｋ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
従
っ
て
日
弁

ｏ
日
裕
は
千
葉

一
族
の
所
領
及
び
富

木
常
忍
の
有
縁
を
依
拠
と
し
て
弘
通
し
て
い
た
も
の
と
推
定
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
ま
た
聖
祖
が
常
陸
の
湯
へ
と
希
望
せ
ら
れ
た
の
も
下
総
地
方
の
有
力
信
徒
団
の
外
護
及
び
千
葉
介

一
族
の
政
治
的
地
位

即
ち
下
総
よ
り
仙
台
に
至
る
所
謂
浜
街
道
と
呼
ば
れ
る
広
大
な
地
域
が
、
そ
の
勢
力
範
囲
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
察

し
て
み
る
と
、
常
陸
へ
の
湯
治
を
進
言
し
た
の
は
富
木
常
忍
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
次
に
参
考
資
料
と
し
て
千
葉
氏
の
所
領
を
挙
げ

愚
見
を
終
る
。

（付
録
２
）

付
録
２

一
、
千
葉
氏
の
所
領

古
代
豪
族
の
中
で
、
東
国
の
代
表
的
な
千
葉
氏
は
、
千
葉
に
住
み
代
々
千
葉
介
を
称
し
て
い
た
。

頼
朝
挙
兵
の
と
き
、
常
胤
は
平
氏
追
討
に
参
じ
、
し
ば
し
ば
勲
功
を
た
て

「
凡
そ
常
胤
の
大
功
に
於
て
は
生
涯
更
に
報
謝
を
尽
す
べ
か

ら
ず
」

（日
蓮
宗
の
成
立
と
展
開
Ｐ

一
〇
七
）
と
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
功
に
よ
っ
て
下
総
国
守
護
職
に
補
せ
ら
れ
、
陸
奥

・
肥

前

・
上
総

・
常
陸
、
相
模

ｏ
武
蔵

。
美
濃
な
ど
に
多
く
の
所
領
を
得
る
。
次
い
で
平
泉
に
大
き
な
勢
力
を
ほ
こ
っ
た
藤
原
氏
を
文
治
五
年

（
一
一
八
九
）
征
討
す
る
こ
と
に
な
り
、
東
海
道
の
大
将
軍
と
し
て

一
族
は
じ
め
諸
将
を
ひ
き
い
、
浜
通
り
を
進
撃
し
、
そ
の
軍
賞
に
よ

っ
て
常
胤
に
浜
通
り
地
方
に
広
大
な
所
領
が
与
え
ら
れ
、
こ
れ
を
子
息
た
ち
に
次
の
よ
う
に
分
割
相
続
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

常
陸
の
湯
に
つ
い
て

-145-



常
陸
の
湯
に
つ
い
て

嫡
男
太
郎
胤
正
　
下
総
国
千
葉
介
と
な

っ
て
宗
家
を
継
ぐ

次
郎
師
常
　
下
総
相
馬

二
郎
胤
盛
　
千
葉
郡
武
石
郷

（千
葉
県
幕
張
町
）

亘
理
郡

（宮
城
県
亘
理
駅
周
辺
）

大
須
賀
胤
信

＼
岩
城
郡
好
嶋
庄
領
所
職

（好
間
地
方
）

／
庄
杢
一蒸

の
地
頭
職

国
分
胤
通

四
郎
胤
信
　
香
取
郡
大
須
賀
保

（大
栄
町
）

五郎胤通　鶴鰤脚紳筋御城（（市制肺椰つ一
〉

宮
城
郡
国
分
庄

（仙
台
市
）

東
　
胤
頼

―
六
郎
胤
頼
　
香
取
郡
東
庄

（東
庄
町
）
…
…
…
…
…
…
黒
川
郡

（宮
城
県
）

ｏ
歴
史
手
帳
五
十
二
号

（Ｐ
４
）
Ｌ
　
　
　
　
ｏ
福
島
県
史
１

（Ｐ
三
六
四
）
Ｌ

こ
れ
に
よ
っ
て
千
葉
氏
の
所
領
が
い
か
に
巨
大
で
あ

っ
た
か
が
知
ら
れ
る
。

先
祖
以
来
の
本
領
を
離
れ
奥
州
に
移
動
し
た
の
は
常
胤
の
次
男
、
三
男
の
子
孫
で
あ
る
。
師
常
か
ら
六
代
目
の
重
胤
は

「
下
総
国
相
馬

の
地
を
離
れ

一
族
、
譜
代
の
臣
を
従
え
奥
州
に
下
向
し
た
の
は
元
享
三
年

（
一
三
二
三
）
で
あ
っ
た
。

（福
島
県
史
ｌ
　
Ｐ
三
七
〇
）

常
胤
の
三
男
武
石
胤
盛
は

「
奥
羽
の
役
に
功
あ
り
建
久
元
年

（
一
一
九
〇
）
十

一
月
亘
理
郡
の
地
を
給
せ
ら
れ
、
翌
二
年
下
向
し
て
亘

理
城
に
居
住
し
た
。　
２

説
に
は
曽
孫
宗
胤
が

一
一
四
年
後
の
正
安
四
年

（
一
三
〇
〇
）
始
め
て
亘
理
に
移

っ
た
と
い
う
。
曽
孫
宗
胤
の

孫
石
見
守
高
広
の
代
ま
で
は
武
石
氏
を
称
し
た
。

（石
川

一
千
年
史
続
編
Ｐ

一
０
角
田
町
郷
土
史
Ｐ
六
）

相
馬
師
常

奥
州
行
方
郡

武
石
胤
盛

原 鹿
ノ 島
町 町

小 相
高 馬
町 市V
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右
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
所
領
の
支
配
は
直
接
奥
州
に
下
向
し
な
い
以
前
は
、
庶
子

・
家
人
を
派
遣
し
、
こ
れ
を
代
官
と
し
て
管
理
さ
せ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

福
島
県
史
に
よ
れ
ば
、
移
住
の
原
因
と
し
て
一
は
下
総
で
の
一
族
の
争
い
、
二
は
北
条
氏
の
圧
迫
干
渉
に
た
え
か
ね
て
移
住
し
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
武
石
氏
の
移
住
は
相
馬
氏
の
移
住

（
一
三
二
三
）
と
接
近
し
て
い
る
正
安

四
年

（
一
三
〇

二
）
説
を
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
０
ま
た
、
行
方
郡
に
下
向
し
た
相
馬
氏
は
、
そ
れ
で
も
な
お
本
領
の
下
総
国
相
馬
御
厨
の
う
ち
二
村
の
所

領
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
、
及
び
、
相
馬
の
総
本
家
も
ま
た
奥
州
行
方
郡
に
二
村
の
所
領
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
が
、
次
に
よ
っ
て
知
ら

れ
る
。

「
奥
州
に
下
向
し
た
相
馬
氏
と

一
族
岡
田
氏
は
下
向
後
も
な
お
本
領
の
下
総
国
相
馬
御
厨

（千
葉
県
柏
市
沼
南
町
…
…
註
　
伊
勢
神
宮

の
御
料
を
負
担
す
る
荘
園
）
の
う
ち

一
２
二
村
の
所
領
を
保
持
し
て
い
た
。
い
っ
ぼ
う
下
総
国
に
い
る
相
馬
本
宗

（総
本
家
）
も
ま
た

奥
州
行
方
郡
の
太
田

・
吉
名
ニ
カ
村
に
所
領
を
も
っ
て
い
た
。
」
福
島
県
の
歴
史

（Ｐ
五
八
）

以
上
に
よ
っ
て
関
東
の
本
家
千
葉
家
と
奥
州
の
分
家
千
葉

一
族
と
の
関
係
が
数
百
年
に
渡
っ
て
保
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

〔
綸Ｅ
〕
①
　
古
代
日
本
の
交
通
路
１

②
　
右
同

③
　
定
本
遺
文

④
　
大
崎
学
報
１２５
２
‐２６

⑤
　
右
同
　
　
　
ク

⑥
　
右
同
　
　
　
ク

①
　
右
同
　
　
　
″

③
　
右
同
　
　
　
″

常
陸
の
湯
に
つ
い
て

六
〇
頁
。

七

一
頁
。

九
二
四
―
五
頁
。

三
六
―
七
頁
。

四
二
頁
。

四
四
頁
。

四
九
頁
。

三
七
頁
。
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古
代
日
本
の
交
通
路
１
一
七

一
頁
ｏ

右
同
　
　
　
　
　
　
１
二
〇
〇
頁
。

常
陸
風
土
記
註
釈
　
　
一二
四
〇
頁

右
同
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一四
頁
。

日
乗
日
記
　
　
　
　
　
　
一
一八
頁
。

陸
前
浜
街
道
地
誌
　
　
一
〓
全
ハ
頁
。

日
蓮
宗
教
学
史
　
　
　
一
九
八
頁
。

高
萩
市
史
　
　
　
　
五
六
九
頁
。

福
島
県
史
料
集
成
第

一
輯
　
五
〇
四
頁
。

富
士
日
興
上
人
詳
伝
（上
）

一
八
二
頁
。

宗
全
二
　
　
　
　
　
　
一
一〇
九
頁
。

右
同
　
　
　
　
　
　
一
一
一
八
頁
。

大
崎
学
報
　
　
　
　
　
１２５
２
‐２６
　
一
四
〇
２
二
頁
。

福
島
県
史
料
集
成
第

一
輯
　
七
八
九
頁
。

右
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
九
頁
。

福
島
県
史
　
　
　
　
　
　
　
一二
八
七
頁
。

宗
全
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
四
頁
。

右
同
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
三
頁
。

日
蓮
宗
教
学
史
　
　
　
　
　
　
一二
五
頁
。

常
陸
国
風
土
記
註
釈
　
　
　
一二
全
一頁

右
同
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
ハ
三
頁
。

右
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇
頁
。

福
島
県
史
料
集
成
第

一
輯
　
七
二
〇
頁

① ⑩ ④ 0000② ④⑫ ④ ④ ⑩ ⑬ ⑭ ⑩ ⑮ ⑭ ⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨
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⑫
　
窪
田
藩
の
研
究

①
　
茨
城
県
の
歴
史

⑭
　
大
崎
学
報
１２５
２
‐２６

⑮
　
右
同
　
　
　
″

⑮
日
蓮
宗
の
成
立
と
展
開

二
二
頁
。

五

一
頁
　
福
島
県
史
１
三
二
六
頁

一
三
八
。

一
四
八
頁
。

一
一
七
頁
。

常
陸
の
湯
に
つ
い
て
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